































































































石碑 2 基 石碑
役夫墓 2 基 民兵墓 2 基
民兵墓
筑後藩 1 名、水戸藩 6 名、
弘前藩 3 名、箱館藩４名
備前藩 14 名、大野藩 1 名
薩州 7 名、備前福山藩 8 名








































































































































































は、新政府軍の怪我人二十六人が青森に送り返されてきた。 では婦人に怪我人の世話をさせた。五月三日には二十五人、十 日には十九人、十八日には八十八人、六月 二には十三人、二十六日には五十人の怪我人が到着している。このように続々と怪我人が到着するので、常光寺に病院を設置し、怪我人を一カ所に集めて養生させること した。二十七日になって、青森に逗留して治療しいた怪我人を東京へ引き払うことになった。　
青森でもすでに婦人
が看護に参画していた




















































述があり、 「函館賊徒追討帳・五月要用備忘（堀寛） 」では、 「五月二十三日弘前公より霊具として留五郎へ五百疋
　
下候」の記載がある


































述があり、 「函館賊徒追討帳・五月要用備忘（堀寛） 」では、 「五月二十三日弘前公より霊具として留五郎へ五百疋
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「従軍日記集（箱館戦争記・箱館出張中諸用記・箱館出兵留記・函館賊徒追討帳・函浦江出兵中村井氏日記之内抜書ス） 」 （ 『奥越史料』第一号、一九七〇年）
・
























































兵頭二十八 新解函館戦争』 （元就出版社 一二
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「従軍日記集（箱館戦争記・箱館出張中諸用記・箱館出兵留記・函館賊徒追討帳・函浦江出兵中村井氏日記之内抜書ス） 」 （ 『奥越史料』第一号、一九七〇年）
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兵頭二十八 新解函館戦争』 （元就出版社 一二
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第三巻（資料三） 』 （江差町、一九七 年）
・
大山柏『補訂戊辰役戦史
　
上・下』 （時事通信社、一九八八年）
（二〇一三年十二月四日受理）
『??????』（?????????）
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若越郷土研究
　
五十九巻一号
お願い　
北海道新幹線の開業などに伴い、拙稿その（一） 、 （二）でご紹介しまし
た交通機関に廃止・変更などがみられます。江差線（木古内・江差間）は二〇一四年五月十一日を以て廃線になり した。江差線（木古内・五稜郭間）は二〇一六年三月の新青森・新函館北斗間の開業に伴い第三セクターへの移行が検討されていますので、最新の情報をご確認下さい。
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岡田
　
江戸時代の玉川浦の澗について
　　　
は
 じ
 め
 に
　
漁村に在っては「船揚澗」は重要な生産手段である。澗は集落ま
た自宅から近く、高波にも安全で、しかも勾配が適当で、陸に船の上げ下ろしが容易である場所が必要 ある。しかしこの条件を満たす場所となると限られてく 。江戸時代・明治時代・大正時代以降、ごく最近まで資力ある有力漁商人が澗を支配し所有していたのである（１）
。
　
限られた船数しか使用できない船揚場、そして 代（賃料）が高
額で漁業経営を圧迫する問題を打開するため、昭和に入り特に戦後漁業の盛んな浦々では改めて大きな課題であった　
漁業協同組合の澗の買上げと共に、大時化でも船を澗に上げなく
ても済む安全で安心な漁港の造成が漁業組合の熱望・要請で推進された。しかしここ玉川港は、漁業規模は小さく高波の時 漁船は全
て船揚澗を利用しなければならない。　
現在の玉川集
落は越前岬近くで沿岸零細漁業・温泉観光の民宿・旅館で生計を立てている町であるが、過疎化が進行している平成の今日、各種漁獲量は年を追って減
江戸時代の玉川浦の澗について
岡
　田
　健
　彦
写真１　現代の越前町玉川の澗
『??????』（?????????）
